





























































































































































































































































































































































































































































































































中　小　企　業 （3年〉 元　　金 業団法
1 事　　業　　団 上記中「中小小売商業





















































































































































































































































































































































1次 297，864 60 217，679 8，800 191，558 155．50
2次 148，932 30 125，944 8，800 110，831 134．38
3次 49，644 10 168，230 8，800 148，042 33．53

































1次 217，679 155．50 338，491 981 280
2次 125，944 134．38 169，245 491 140
3次 168，230 33．53 56，408 164 47





















































































































































































小田急新宿店 57，316 380 150．83 105．58
小田急町田店 24，142 642 37．60 26．32
小田急藤沢店 10，979 918 11．96 8．37
多摩カリヨン館 9，593 244 39．32 27．52
新百合Lミロード 18，000 600 30．00 21．00
相模大野駅ビル 29，000 428 67．76 47．43
青葉台東急百貨店 17，600 930 18．92 13．24
伊勢丹相模原店 37，305 490 76．13 53．29







































店　　　名 駐車場内容 台　　数 合計台数











新百合Lミロード 立体駐車場ビル 600台 600台
相模大野駅ビル 都市計画駐車場 214台









（土・日・休のみ） A　館　駐　車　場 41 490台
（土・日・休のみ） 第　2　駐　車　場 25
（土・日・休のみ） 第　4　駐　車　場 23
8店舗合計客用駐車場台数 4，632台
1店舗当たり平均客用駐車場台数 579台
　3，客用駐車場の今後のあり方
　地域開発を目的とする商業集積は，都市としての機能をあわせもつ商業施設でなければ，地域消
費者を引きつける魅力に欠けることになる4）。これからの小売業にとって，客用駐車場は，店舗の経
営戦略上において必要不可欠なものである。
　しかし，大規模な客用駐車場の設置は，路上滞留，騒音，街並景観喪失等について，周辺環境に
影響を及ぼすことがあることも忘れてはならない。そのためには，設置者である小売業者が事前に
十分な対策，対応を考えて，運営計画を練る必要がある5）。
　また，客用駐車場を利用する際は，お買上金額に対して2時間まで無料サービスを実施している
ところが多くみられる。だが今後は，地価，建設コスト，管理運営費等から，無料サービスに対す
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るお買上金額のランクアップや有料時間帯の利用料金の見直し等に関して，検討し，改定すること
も忘れてはならない。
　商業施設は，魅力ある地方都市づくりにその機能を発揮することが期待されており，車社会に対
応した客用駐車場が，地域社会の開発と発展に貢献するものでなければならないのである6）。
　4．　むすび
　小売業における競争は，機能主義的ないし生態学的からみて，商圏内でその店舗の繁栄を維持す
るための機能を求め，また見いださなければならないと言う仮定からはじまる7）。
　小売業は，立地条件，MD力，サービス等において，競合店とある程度差別化する傾向をもち，
それを消費者にアピールしている。そのために，各店舗とも個性や特性を最高度に発揮することに
よって，競争的優位性を確立しようとしている8）。客用駐車場をとらえてみても，車社会においては，
小売業の生命線ともなる重要な商業機能の1つと言わざるを得ない。
　21世紀に向かって小売業は，地域消費者に便益を与えるだけの役割を果すだけではなく，ショッ
ピングの楽しさを味わうと言う点において，アメニティ性やアミューズメント性のあるソフト面と
ハード面との結びつきがより重要になってくる。
　小売業者は地域消費者に対して，このような総合性の上に商業活動が展開されなくては，地域社
会の経済性に帰結しないのである9）。
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